
９
、

防
 水
 工
 
事

12
、

木
 工
 事

15
、

左
 官
 工
 
事

16
、

建
 
具
 
工
 事

11
、

タ
 イ
 
ル
 工
 事

14
、

金
 属
 
工
 事

10
、

石
 工
 事

13
、

屋
根
及
び
と
い
工
事

・３種　　（・Ｕ３－１　　・Ｕ３－２）

・複層ガラスの保証期間は引き渡し日から10年間とし、メーカー保証書を提出する。

・シーリング

・Ⅲ類

・ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。
・外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を有すること。

・設ける

・溶融亜鉛・スタン・バランス式・スチール

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

・設ける・オーバー

・インター・設ける
・設けない

・手動式

・溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

・設ける

・設ける

・上部電動式

・上部電動式

・設ける

・設ける

・設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）
・不要

・センサーの種類によらず補助センサ－併用とする

・戸ぶすま工法（・在来型　・チップ型）
・新鳥の子程度又はビニル紙程度

建具材の加工、組立時の含水率　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

・
・
・

・

・かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度

木製建具

及び倍強度ガラスの溝幅は図示による。
・ガラスの溝幅については、(表16.14.1)による。ただし強化ガラス、合わせガラス
・防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材とする。

・ガラスの留め材
・ガスケット（可動アルミ製建具に限る）

・行わない・行う映像調整
・外側・内側反射皮膜

・シルバー・ブロンズ・グレー・ブルー色調
・Ｂ類・Ａ類耐久性

・３種・２種・１種日射遮へい性
熱線反射ガラス
封止の加速耐久性による区分

・４種
・５種

・２種
・１種性能

複層ガラス
・ブロンズ・グレー・ブルー色調

・２類・１類性能
熱線吸収板ガラス

・Ⅲ類・Ⅰ類
強化ガラスの特性

・Ⅲ類・Ⅱ－２類・Ⅱ－１類・Ⅰ類
合わせガラスの特性

(16.14.2)(16.14.3)(表16.14.1)ガラス14

・設けない
障害物感知装置

・保護装置

鋼板
・ステンレス

メッキ鋼板

による強さ
の区分)

(JIS A4715
・ハイリフト形
・ローヘッド形

グラスタイプ
・ファイバー

タイプ
・アルミニウム

ダード形
・電動式
・チェーン式タイプ

ガイドレール耐風圧性能収納形式開閉方式材　質
(16.13.2)(16.13.3)オーバーヘッドドア13

・スラットの材質 (16.12.3)

・上部電動式
障害物感知装置

(自動閉鎖型)

・設けないラッピング型

ロッキング型

による
図示

及び
建具表

スラットの形状開閉形式 保護装置
強度

耐風圧
ケース

シャッター
(16.12.2～4)(表16.12.1)12 軽量シャッター

(16.11.3)スラット及びシャッターケース用鋼板

・防煙シャッター
・設けない

・設けない

(自動閉鎖型)
障害物感知装置

(手動併用)・設けない

・設けない

・屋内用
・外壁用

・防火シャッター
による

図示
及び

建具表
(自動閉鎖型)

障害物感知装置

・上部手動式
(手動併用)

・一般シャッター

保護装置開閉方式
強度

耐風圧
ケース

シャッター種　類
(16.11.2)(表16.11.1)重量シャッター11

・設けない
・全半開装置

・要・凍結防止装置

・
・タッチスイッチ
・マットスイッチ式

(16.9.3)(表16.9.3)・光線（反射）スイッチ・センサーの種類

(16.9.2)(表16.9.1～2)
・スイングドア
・スライディングドア・性能自動ドア開閉装置10

(16.8.4)

・不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）
・不要
・要・マスターキーの作成

・握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント取付位置は、建具表による。

・標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、
シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。

あおり止め付き戸あたり
錠前類と同一製造所レバー長さ　L=130程度レバーハンドル
JIS表示認証製品ピボットヒンジ

ピボット形ヒンジクローザー
フロアヒンジ
ドアクローザー
グレモン錠
シリンダー本締り錠
モノロック
本締り付きモノロック
シリンダー箱錠

製造所型　式金物の種類
(16.8.2)(表16.8.1)建具用金物９

ふすまの種類
ふすまの上張り
かまち戸の樹種

(16.7.2～4)８

１ アスファルト防水 (9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～9)
種　別 施　工　箇　所 種　　　別 施　工　箇　所
・Ａ－
・Ｂ－
・Ｄ－
・Ｅ－１ 屋内(便所・浴室)

・ＡI－
・ＢI－
・ＤI－

・溶接金網　（規格　　　　　　　　　　　　　　　　）
(表9.2.1)

・脱気装置　（種類・数量：アスファルトルーフィング類製造所の指定とする）　

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～3)
ルトシート防水

２ 改質アスファ
種　別 施　工　箇　所 シートの厚さ
・AS－T
・AS－J
・ASI－T
・ASI－J

(表9.3.1～3)による

改質アスファルトシートの種類　JIS A6013のJIS表示認証製品
・押さえ金物　（材質及び形状：　　　　　　　　　　　）

除く規格に適合するもの）　

合成高分子系３
ルーフィング

シート防水

(9.4.2)(9.4.3)(表9.4.1)
種　別 厚さ(㎜) 施　工　箇　所
・Ｓ－Ｆ１ ・

・
・
・
・

・Ｓ－Ｆ２
・Ｓ－Ｍ１
・Ｓ－Ｍ２
・Ｓ－Ｍ３

保護塗料（露出）

ルーフィングシートの種類　JIS A6008のJIS表示認証製品
・脱気装置　　（材質：　　　　　　数量：　　　　　）

・その他の材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

塗膜防水４ (9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)
種　別 施　工　箇　所 保護塗料（露出）

　ゴム系

ファルト系

・ウレタン

・ゴムアス

・Ｘ－１
・Ｘ－２

バルコニー
ひさし

・Ｙ－１
・Ｙ－２

地下外壁
室内（便所・浴室）

・脱気装置（材質：ステンレス製又はアルミ製　　　・　　　　　　　）
（設置数量：　　　　箇所）

ケイ酸質系
　　塗布防水

５ (9.6.2)(9.6.3)(表9.6.2)
施工箇所種別

・Ｃ－ＵＰ
(表9.6.1)による

シーリング６ (9.7.2)

防水保証７ ・アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルーフィング

・塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が通常定めて
いる期間とし、保証書を作成し提出する。

・Ｃ－ＵＩ

・被着体との組み合わせは（表9.7.1）による。

・カラー　・シルバー
・カラー　・シルバー

・カラー　・シルバー

・カラー　・シルバー

・1.2
・2.0
・1.5
・1.5
・1.2

・絶縁シート　（・発泡ポリエチレンシート　　　　　）

・断熱材　・Ａ種硬質ウレタンフォーム保温板２種１号又は２号(透湿係数を

アスファルトの種類　JIS K2207のJIS表示認証製品　　　・３種

・断熱材　・Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板３種ｂ(スキンあり)　
・押さえ金物　(・アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　　　　　　）

・伸縮調整目地　（・成形伸縮目地　　･　　　　　　　）

・脱気装置　（種類・数量：改質アスファルトシート製造所の指定とする）　

シート防水の保証期間は、引渡し日より10年間とし、メーカー・施工業者との連
名の上、保証書を提出する。

(12.2.1)(表12.2.2)

木　材１ ・表面仕上げの程度 (12.1.4)(表12.1.1)
含水率・ (12.2.1)(表12.2.1)下地材

造作材
造作材の材面の品質・
代用樹種を使用しない箇所・ (12.2.1)(表12.2.3)

・あり（ ）

(12.2.1)造作用集成材２
見付け材面等級 ＪＡＳによる集成材 その他

・２等
単材の樹種
単材の厚さ(mm) １０～１５ １０～１５

３ 床張り用合板等 (12.2.1)

・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

４ 防腐・防蟻
・防虫処理

(12.3.1)・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

(12.3.2)

保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４
　適用部位（　　　　　　）

を行った箇所は、現場にて薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理を行う。
薬剤の加圧注入処理を行ったのち、現場における加工、切断、孔あけ等

　ラワン材　保存処理性能区分　・Ｋ１

・JASの構造用合板　特類　２等以上　C－D以上

・１等 ・ＪＡＳ集成材１等同等

・Ａ種　 ・Ｂ種　 ・Ｃ種　 ・Ｄ種
・Ａ種　 ・Ｂ種
・Ａ種　 ・Ｂ種
・Ａ種　 ・Ｂ種

・なし

・防虫処理

・造作用集成材12.2.1.(c)による

・床下貼り用合板

軽量塗材
・こて塗用
・吹付用軽量塗材

・薄付け

セルフ

モルタル塗り１ (15.2.2)・既製目地材 ・設ける（施工箇所：　　　　形状：図示による）
・設けない

(15.2.5)・床目地 ・設ける（押し目地工法）
・設けない

２
レベリング材

(15.4.2)(表15.4.1)・石こう系
・セメント系

・・塗厚

・種別

仕上げ塗材仕上げ３ (15.5.2)(表15.5.1～2)
規格名称

仕上げ塗材

種類(呼び名) 仕上の形状 工法 上塗り材
・外装薄塗材Ｅ
・内装薄塗材Ｅ
・可とう形外装

薄塗り材Ｅ

・砂壁状
・砂壁状

じゅらく

・吹付け
・ローラー

・ゆず肌
・厚付け

仕上げ塗材
・外装厚塗材Ｃ
・内装厚塗材Ｃ
・外装厚塗材Ｅ
・

・
・こて

塗材
・複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＲＳ
・複層塗材ＲＥ
・複層塗材Ｓｉ
・防水形

複層塗材Ｅ
・防水形

複層塗材ＲＳ
・

・凸部処理
・凸凹模様

・吹付け 溶剤

・溶剤系
・弱溶剤系

外観

・メタリック
樹脂

・シリカ系
・ポリウレタン系
・アクリル

シリコン系
・フッ素系

・軽量骨材
仕上塗材

・砂壁状 ・吹付け
・こて塗り・平たん状

４ ロックウール吹付け
（耐火被覆は，

７章による）

(15.8.3)・複装仕上塗材の耐候性 ・１種
・２種

・吹付け厚さ（mm）

・10mm

・３種

・図示による

・水系

・つやあり

・アクリル系

・ローラー
・ゆず肌

・複層塗材Ｅ
・複層仕上

・吹付け

・ ㎜

一般事項１ (16.1.3)・防火戸の指定

・適用する（適用範囲は図示及び建具表による）

又は認定を受けたもの(監督員の承認を受ける。)
・防火戸との連動 (16.1.3)

・適用する(適用箇所は建具表及び図示による)
・ヒューズ装置 ・熱感知器 ・煙感知器・自動閉鎖機構（ ）

・適用しない

・建築基準法第２条第九号の二ロの規定に定められたもの

・適用しない

陶磁器質
タイルの品質

１ (11.2.2)(11.3.2)(11.4.2)
うわ薬 役物 色

無釉 施釉 あり なし 標準 注文
・
・
・

施工箇所 形状寸法(mm)

・行う
・行う

コンクリート
タイル下地２ (11.2.7)(11.3.7)あと張り工法の下地コンクリート素地面の処理

・行う（下記のいずれかとする）
・行わない

素地表面処理の工法 下地モルタル 適用箇所
ＭＣＲ工法 （15.2.5(c)）による

ポリマーセメントモルタル
（15.2.5(c)）による

ＭＣＲ工法
目荒し工法（高圧水洗）
目荒し工法（高圧水洗） ポリマーセメントモルタル

ポリマーセメントモルタルの調合は（15.2.3(d)）による。
目荒し工法の高圧水洗は（15.2.4(c)）による。
ＭＣＲ工法はせき板面にＭＣＲ工法用シート張りとし（6.8.3(e)）による。

３ 内装タイルの工法 （11.2.7）(表11.2.3)
施工箇所（ ）

外装タイルの工法

・改良圧着張り
施工箇所（
施工箇所（

ユニットタイルの工法

）
）

４ 接着剤による 内装タイルの工法 （11.3.7）(表11.3.2)
・接着剤張り 施工箇所（ ）

(11.3.3)接着剤はJIS A 5548のJIS表示認証製品

陶磁器質タイル張り
セメントモルタルよる

５

陶磁器質タイル張り

伸縮調整目地及び
ひび割れ誘発目地 ・図示

(11.1.3)

接着力試験６ (11.1.5)

・JIS A 5209のJIS表示認証製品

・タイルの見本焼き
・タイルの試験張り

・行わない
・行わない

・改良積上げ張り

・密着張り

・マスク張り

・(表11.1.1)による

・(表11.1.2)による

１ あと施工アンカー ・引抜き耐力の確認試験 (14.1.3)・行う

ステンレス２
表面処理

(14.2.1)

３

の表面処理

アルミニウム及び
アルミニウム合金

(14.2.2)(表14.2.1)
種　類
・　　　－　　　種
・　　　－　　　種

施　工　箇　所 色　合

(14.2.3)(表14.2.2)４ 鉄鋼の亜鉛めっき
施　工　箇　所種　類

・　　　　種
・　　　　種

５ 軽量鉄骨天井下地 ・溶融亜鉛めっきの付着量試験
・電気亜鉛めっきの被膜厚さ及び塩水噴霧試験

・行う
・行う

・野縁などの種類 (14.4.2)(表14.4.1)
屋内
屋外 ・１９型

・２５型 （室名：　　　　　　　　　　　　　　）

・耐震性を考慮した補強 (14.4.3)(14.4.4)
・行う（補強方法と補強箇所は図示による）

・耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）

・行う（補強方法と補強箇所は図示による）

軽量鉄骨壁下地６ (14.5.3)(表14.5.1)・スタッド、ランナーなどの種類は、(表14.5.1)による。

金属成形板張り７ 種　別
表面処理

(14.6.2)(14.6.3)(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

伸縮調整継手
・設けない
・設ける

・
・

・

アルミニウム製笠木８ 表面処理 ・Ｂ-２種 (14.7.2)(表14.7.1)
隅角部及び突当り部の役物の使用

・
・

９ 手すり及びタラップ (14.8.2)(14.8.3)
材料の種別 表面処理の種別

手すり

タラップ

・ステンレスSUS304
・鋼　製
・ステンレスSUS304

HL仕上程度
亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種
外部HL仕上程度，内部No.2B仕上程度

10 体育館の
鋼製床下地材

・行わない

・ＨＬ　　　・NO.2B

・行わない
・行わない

・１９型
・２５型

・行わない

・行わない

・割付図を作成し監督職員の承諾を受ける。

・Ｂ-１種

・使用する（笠木本体製作所の仕様による。）

・JIS A 6519のJIS表示認証製品

・床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。

(10.2.1)(表10.1.1)(表10.2.1)(表10.2.2)１ 石材
石材の種類 品質 施工箇所 工法 産地・名称 仕上の種類

・床のワックスかけ２ 清掃
・行わない
・行う (10.1.5)

・軒先面戸　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・
・

長尺金属板葺１ (13.2.2)(表13.2.1)
材　種 規格 厚さ(mm) 屋根葺形式 備考

JIS G
3312

（心木なし）

・ガルバリウム鋼板 JIS G
3321

・

JIS G
3322 ・

・
・

・

AL55％

AL55％

・

２ 折板葺 (13.3.2)
材　種 規格 厚さ

・カラー亜鉛鉄板 JIS G
3312

耐火性能

・有

・無

断熱材

・有

・無

(mm)

(　　 　 ) (30分耐火)
・カラーガルバリウム鋼板

（屋根用規格品）

（屋根用規格品）
JIS G

3322
JIS K

6744
・

・ポリ塩化ビニル被覆
（SGのA種規格品）

・

粘土瓦葺３ (13.4.2)
種　類 大きさ 産地 役物瓦の種類 耐凍害性資料

・提出する
・提出しない

４ と　い ・といの材質 (13.5.2)(13.5.3)(表13.5.1)(表13.5.3)(表13.5.4)
材　　　　種 防　露
・配管用鋼管（ＳＧＰ）
・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・鋼管製といの防露巻き工法

・樋受石（材質・規格　　　　　　　　　　　）

５ ルーフドレン

・横型

・ルーフドレン (表13.5.2)
・鋳鉄製 ・縦型

・第一桝まで接続

・(表13.5.5)による

・（表13.5.4）により行う　　・行わない

・0.8

・瓦棒葺・0.4

・0.4

・0.4
(・無塗装　　　　　　　　)

・カラーガルバリウム鋼板
(・カラー　　　　　　　　)

・監督員の承諾する業者とする。

(・片面塗装　　・両面塗装)
・カラー亜鉛鉄板

・形　　式　（・重ね形　・はぜ締め形　　　　）

・JIS A 6514のJIS表示認証製品

・JIS A 5208の表示認証製品 アルミニウム建具２ ・外部に面する建具性能等級等 (16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)(表14.2.1)
種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm)
・Ａ種 Ｓ－４

・Ｂ種 Ｓ－５

Ａ－３ Ｗ－４

・Ｃ種 Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５ １００

で複層ガラスを使用する時で性能が
確保できない場合は、１００）

表面処理 外部に面する建具
内 部 建 具

・Ｂ－２種
・Ｃ－２種

Ｂ－２種，Ｃ－２種の場合
・ステンカラー

防音ドアセット，防音サッシ ・適用する（適用範囲は図示による）

適用する場合の遮音性の等級 ・Ｔ－１ ・Ｔ－２ ・Ｔ－３
断熱ドアセット，断熱サッシ ・適用する（適用範囲は図示による）

適用する場合の断熱性の等級 ・Ｈ－２ ・Ｈ－３
耐震ドアセット，耐震サッシ ・適用する（適用範囲は図示による）

適用する場合の面内変形 ・Ｄ－１ ・Ｄ－２

網戸３ ・使用方法による区分 (16.2.3)
・内部納まりの開き式

・防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）
・ガラス繊維入り合成樹脂
・ステンレス(SUS 316)

・防鳥網

７０（引違い、片引き、上げ下げ窓

追随性の等級
・

・

・

・

・

・適用箇所は図示による

・Ｂ－１種
・Ｃ－１種

・ブロンズカラー（・標準色　　・濃色)

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・外面納まりの可動式

・合成樹脂

・ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm
鋼製建具５ (16.4.2)(16.4.4)(表16.4.1)(表16.4.2)簡易気密型ドアセット

気密性 ・
水密性 ・

・使用しない
外部に面する建具の耐風圧性

鋼板 (16.4.3～4)

・溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

区分 使用箇所 厚さ(mm)
窓 枠類 枠，方立，無目 (表16.4.2)に同じ
出入口 枠類

戸
一般部分
中骨

2.3
2.3

上記以外 (表16.4.2)に同じ

・建具寸法が(16.4.4(a))を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

標準型鋼製建具 (16.4.6)
・使用しない

・

・

・

・

・使用する（適用箇所は図示とする）
・Ａ－３
・Ｗ－１

・Ｓ－４   ・Ｓ－５　 ・Ｓ－６

・溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

・使用する

(16.5.6)

(16.5.2～4)(表16.5.1)鋼製軽量建具６

気密性
・使用しない

・

戸の鋼板

標準型鋼製軽量建具
・使用しない

・カラー鋼板
・ビニル被覆鋼板

標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり

・アルミ製

簡易気密型ドアセット・

・

・

・

・Ａ－３
・使用する(適用箇所は図示による)

・表面処理亜鉛めっき鋼板

・使用する

・鋼製

(16.6.2～5)ステンレス製建具７

鋼板の曲げ加工

簡易気密型ドアセット

気密性
水密性

・使用しない

・
・

外部に面する建具の耐風圧性
表面処理 ・

・かど出し曲げ

・

・
・
・

・使用する（適用箇所は図示とする）

・Ｗ－１
・Ａ－３

・Ｓ－４   ・Ｓ－５　 ・Ｓ－６
・ＨＬ
・普通曲げ

・バーチカル形

・１０００

・　５００
・　７５０

・１２５０

・150

・66

山高

・

特 記 仕 様 書 　 0 2

※

※

※

※
※

※

※
※

※

※

※
※

※

※
※
※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※
※

※
※

※

※

※
※
※

※

※

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

磨き 外部束石

スロープ・テラス

スロープ・テラス

※

1

姫 路 夢 前 農 園 　 鶏 舎 新 築 工 事 05

○
○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

※

※

○

○

※

※

※

※

※

○

○

○

0.5

○

○

○ ○

○

PRINT OUTFILE NAME X:\DETABASE\R04-126　姫路夢前農場\図面\00　実施設計\建築工事\00～49　意匠　修正図　消防155.156.157\05　特記仕様書02.jww令 和 7 年  2 月  6 日 R04-126


